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第一節では、『監獄の誕生——監視と処罰』（原書 1975 年、邦訳 1977 年）の読解を通じ
て、自由と主体との関係、また主体性に関する批判を確認する。その目的は、自らの意
志に基づいて行為するという意味での自由概念を批判することである。第二節では、『性
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第一章第二節 性的欲望批判——『性の歴史Ⅰ 知への意志』における近代的自由概念 
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expérience」の歴史と捉える。「経験」とは「知の諸領域 domaines de savoir」、「規範
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